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支え合いのまち 稲毛 
稲毛区地域福祉計画推進協議会だより Ｎｏ．１５ 

 

平成 25年 11月 11 日発行 

編集:稲毛区地域福祉計画推進協議会事務局 

稲毛区穴川 4-12-4（稲毛保健福祉センター内） 

TEL: 284-6282 FAX: 284-6193 

稲毛区地域福祉計画重点項目 

「災害時に対応した地域住民の研鑚を図る」 
 稲毛区地域福祉計画の重点項目「災害時に対応した地域住民の研鑚を図る」をご存知ですか。 
 災害発生時には、住民自らが、生き残るための最低限のことを、自分たちで最優先に行っていく
必要があり、住民一人ひとりが災害に対する危機意識を持つことが重要です。 
 ここでは、「草野水のみち（都市下水路 通称：草野水路）」の水害により動き出した住民運動に
ついて、また千葉市が推し進める「避難所運営委員会」について、それぞれご紹介いたします。 

 
 

草野水路治水問題対策会議 事務局担当 
                                         青木 正敏（稲毛３丁目町内会会長） 
私たちの「草野水路治水問題対策会議」は、２０１０年９月８日の台風による草野水路の氾濫で大きな水

害を被った体験から発足しました。流域周辺の１１の町内自治会で立ち上げ、毎月の例会では現状の把
握、要因の究明、そして短期・中期・長期の対策を練り上げて、それを千葉市の担当課職員に働きかけて
来ました。 
 これまでに実現できた対策として、（１）草野水路に３か所の水位計と警報装置を設置（２）草野水門の自
動閉鎖装置のシステム化等があります。この１０月から来年３月にかけて、京成線ガードから稲毛小学校ま 
での区間、護岸を嵩上げし、国道１４号手前の護岸壁の改良と稲毛６号橋の嵩上げが計画進行中です。 
                                       活動を通して確信したことは、自分らの地

域・町を自分らが先頭に立って築いてゆく
ことの重要性でした。 

 

                

 

 大災害等が起こると、近くの学校や公民館は避難してきた 

人たちが宿泊する避難所になります。この委員会は、ふだん 

から地域のキズナを深め、いざという時にスムーズに避難所 

をひらき、生活できることを目指して設立するものです。 

 委員会を設立するには、まず地域の代表者、施設管理者 

（学校長など）、市職員などが集まり、設立準備会議を開く 

ことから始めます。稲毛区で避難所に指定された施設は全部 

で４２か所です。このうち本年１０月１日までに委員会の 

できた避難所は、次の１２か所です。 

 避難所運営委員会   

 

 
「自分らの町を自分らが築く」 

緑町小・緑町中・黒砂公民館・都賀小・都賀中・千草台東小・都賀公民館・あやめ台小・柏台小・山王小・山王公民館・長沼原勤労市民プラザ 

－まだ委員会が設立されていない避難所周辺の地域の代表者は、設立の呼び掛けがあった際には、ご協力をお願いいたします－ 

市では今、避難所運営委員会の設立を進めています。 
問合せ：稲毛区 地域振興課 くらし安心室 【☎ 043-284-6107】 

稲毛３丁目 福有氏撮影。左下手に千葉市立稲毛小学校体
育館があります。2010 年９月８日は体育館が床上浸水（避
難所です！）。 
この写真撮影は、氾濫した１年前の 8 月 9 日。大潮と大雨が
重なるとこのように濁流と化します。 

 

 【参考】ほぼ同位置の反対側（小学校敷
地）より撮影した通常の水位状況です。 
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平成２５年７月、稲毛保健福祉センター高齢障害支援課より、区内１８５町内自治会及び１１ 

地区部会を対象に標記アンケート調査を行いました。 

 当該計画は、全３４項目で構成されており、それぞれの項目に対し、回答をいただきました。 

ここでは、そのうちの６つの重点項目のアンケート結果について、掲載させていただきます。 

 

 

●１８５町内自治会にアンケートを送付し、１３５町内自治会から回答（回答率約７３％）。 

●１１地区部会にアンケートを送付し、１１地区部会から回答（回答率１００％）。 

図表中の番号 

①：実施している 

②：実施していないが今後取り組む予定 

③：実施していないし今後取り組む予定なし 

④：無回答 

 

 

【重点項目 １】 地域で活動している人・組織同士との連携・協力 

 

                            

                             

 

 

 

 

 

 

【重点項目 ２】 ボランティアの人材育成 

 

 

 

 

 

稲毛区地域福祉計画の推進に関するアンケート調査結果 
平成 25 年 7 月実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
町内自治会 地区部会 

町内自治会 地区部会 

実施している 

予定あり 

予定なし 

無回答 

実施している 

予定あり 

予定なし 無回答 

実施している 

予定あり 

予定なし 

無回答 

実施している 

予定あり 

予定なし 

無回答 

〈たとえば・・〉 
・地域で活躍する人・組織が住民情報
をプライバシーに十分に配慮しなが
ら共有し、各地域の実情にあった形で
連携・協力し、「遠くの親戚より近く
で生活する身近な人同士が支え合え
るより良い地域」をめざします。 
・人、組織が行っている活動や役割を
地域の人に知らせます。 
・市や専門機関とも連携・協力して行
います。 

〈たとえば・・〉 
・地域活動を行うのに、ボランティア
の存在は欠かせません。このため、講
座を開催してボランティアを育成し
ます。 
・地域の方に各種ボランティア活動へ
の参加を促し、体験を通して、ボラン
ティアの育成に努めます。 

・子ども達を主な対象に、学校でもボ
ランティアの人材育成を進めます。 
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【重点項目 ３】 活動の中核となれる人材の発掘 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重点項目 ４】 コーディネート組織の連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重点項目 ５】 安心カードの作成と活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重点項目 ６】 災害時に対応した地域住民の研鑚を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

町内自治会 地区部会 

 

 

町内自治会 地区部会 

 

 

 
町内自治会 地区部会 

 

 

 

 

 

 

町内自治会 地区部会 

本アンケートについての照会、問合せ等は稲毛区高齢障害支援課(☎043-284-6282)までお願いします。 

〈たとえば・・〉 
・区内に居住する各種の福祉関係の仕事の経
験者や、ことぶき大学校などの生涯大学の学
生及び修了者、ボランティアなどから希望者
を募り、登録（人材バンク）し、人材を発掘
します。 

〈たとえば・・〉 
・コーディネート組織が機能していくためには、
地域で活動している人や組織、大学などの協力・
連携が不可欠です。賛同していただけるところと
少しずつネットワークを拡げていきます。 
・最終的には、中学校単位くらいごとにコーディ
ネート組織が立ち上がり、毎日活動しているよう
な地域をめざします。 
・相談や支援に対しては、プライバシーの問題や
組織の信頼性、トラブル時の対応、運営方法など、
課題もあります。実施にあたっては、慎重に検討
しながら進めていきます。 

〈たとえば・・〉 
・社会福祉協議会地区部会や民生委員・児童委員
が中心となって、氏名や住所、緊急時の連絡先、
地域の民生委員・児童委員などを記載し、緊急時
など必要な情報として役立てる安心カードを地域
に住む高齢者や障害者などに対し、配布します。 
・在宅中のときは玄関などの発見しやすい場所に、
外出するときにはそれを持っていってもらい、い
ざというときに役立てるような対応ができるよう
にします。 
・地域に安心カードについて周知し、有効に活用
できるように工夫します。 

〈たとえば・・〉 
・町内自治会や要支援者団体等で消防署の職員等の災害時対応の専門家を呼

んで、災害が起きたときの対応、日頃の備え、避難所生活を送るうえで、障

害者や赤ちゃんがいる方など特別な配慮を要する人に対する知識などにつ

いて講習を受けます。また、お互いの意見交換の場としても行っていきます。 

・避難訓練を行いますが、参加者が役員や一部の人のみでなく、支援を必要

とする人が進んで参加できる地域全体としての意識改革が必要です。そのた

めには、普段から近隣との情報交換や積極的な交流が大切です｡ 

・現在、市全体で取り組んでいる自主防災組織についても進めていくことも

必要です。要支援者団体と市などによる話し合いの場をつくり、避難場所の

バリアフリー化、車椅子用トイレ、授乳場所の確保等要支援者にとって必要

不可欠なものに対することについて検討をしていきます。 

実施している 

予定あり 

無回答 

実施している 

予定あり 

予定なし 
予定なし 

無回答 

実施している 

予定あり 

予定なし 

無回答 実施している 

予定あり 

予定なし 

無回答 

実施している 

予定あり 
予定なし 

無回答 

実施している 

予定なし 

予定あり 

実施している 

予定なし 

無回答 

実施している 

予定あり 

予定なし 

無回答 

無回答 

予定あり 
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支え合いのまち 稲毛 

稲毛区地域福祉計画推進協議会だより Ｎｏ．１５  【平成 25年 11月 11日発行】 

～ 次回発行は２６年３月の予定です ～ 
 

 

－ 平成 25年度稲毛区地域福祉計画推進協議会開催報告 － 

今年度新たに取り組む２つの重点項目 

○活動の中核となれる人材の発掘     〈第一分科会〉 

○災害時に対応した地域住民の研鑚を図る 〈第二分科会〉 
 

 
 

本会議【２５年６月２５日（火）】 
 

 

今
年
度
第
１
回
目
の
稲
毛
区
地
域
福
祉
計
画

推
進
協
議
会
（
以
下
「
区
推
進
協
」
と
い
う
。
）
が
、

６
月
25
日
（
火
）
に
稲
毛
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
か
ら
新
た
に
「
活
動
の
中
核
と
な
れ
る

人
材
の
発
掘
（
第
一
分
科
会
）
」
「
災
害
時
に
対
応

し
た
地
域
住
民
の
研
鑚
を
図
る
（
第
二
分
科
会
）
」

の
２
つ
の
重
点
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科

会
に
分
か
れ
、
参
加
者
同
士
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

第
一
分
科
会
で
は
人
材
発
掘
の
難
し
さ
、
慢
性

的
な
担
い
手
不
足
の
現
状
に
つ
い
て
、
第
二
分
科

会
で
は
災
害
に
対
す
る
個
々
の
危
機
意
識
を
い
か

に
高
め
る
か
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、
そ
の
後
の
本

会
議
に
お
い
て
各
分
科
会
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
難
題
で
は
あ
る
も
の

の
、
各
地
域
の
実
情
に
応
じ
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
等
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
２
回
区
推
進
協
は
、
10
月
29
日
（
火
）
に
稲

毛
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
会
議
前
に
各
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
第
一
分

科
会
で
は
、
活
動
の
中
核
と
な
れ
る
人
材
発
掘
の

必
要
は
感
じ
な
が
ら
も
現
在
、
地
域
で
活
動
に
あ

た
っ
て
い
る
担
い
手
の
方
々
の
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を

崩
し
て
ま
で
発
掘
す
る
必
要
は
あ
る
の
か
、
人
材

発
掘
の
機
会
は
あ
る
も
の
の
、
ど
こ
ま
で
活
動
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
の
か
、
活
動
周
知
へ
の
工
夫
も
必
要

で
は
な
い
か
な
ど
の
議
論
と
な
り
ま
し
た
。 

 

第
二
分
科
会
で
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
災
害

に
対
す
る
危
機
意
識
を
高
め
る
に
は
、
若
い
方
が

参
加
す
る
地
域
行
事
の
中
で
何
度
と
な
く
防
災

に
つ
い
て
触
れ
、
周
知
す
る
こ
と
、
先
の
稲
毛
区
に

お
け
る
水
害
発
生
を
受
け
、
自
分
の
住
む
地
域
環

境
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
災
害
に
対
し
て

ど
ん
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
を
日
頃
か
ら
考

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
等
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

各
分
科
会
の
リ
ー
ダ
ー
よ
り
、
本
会
議
の
中
で
そ
れ

ぞ
れ
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

編集:稲毛区地域福祉計画推進協議会事務局 住所:稲毛区穴川 4-12-4（稲毛保健福祉センター内）TEL: 284-6282 FAX: 284-6193 

 

台風２６号は心配のとおり、多くの災害を残して晩秋を駆け抜けて、稲毛区では床上浸水８棟、床下
浸水は９３棟に及びました。公助、共助、自助を再考察する機会となりました。 
今号に掲載されました草野水路周辺の水害に悩む町内自治会の皆様は、千葉市当局と積極的に 

話合いを続けて、解決策を具体化する努力をしております。災害の解決の在り方として評価も 
大きい活動として見守っております。 

千葉市社会福祉協議会 
マスコットキャラクター 

ハーティちゃん 

－編集コラム－ 

 

第一分科会【２５年１０月２９日（火）】 


